
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い）学校便りを家庭内で、回覧？し
ていただければありがたいです。なお、
今年もホームページにアップします。右
のＱＲコードをご利用ください。 

【校長の開き直り】教室のドアや窓を開放し、職員も子供たちもマスクをつけて授業が行われています。授業を参観しながら「子
供たちの表情が分からない」「子どもの名前を覚えられない」というのが率直な感想。昨年、安全面での課題から名札を廃止し
たものの、今更復活はできない。ゼッケンがついている体育服を着せたままでは衛生上よろしくない。何かいい知恵はないか。
課題に気づいたのだから、方法を考えるのが、資質・能力の一つ「創り出す力（創造性）」につながるのですが、なかなか浮か
びません。いい知恵はないでしょうか。皆さんに助けを求めることは、つながる力（協働性）にもなるな？と開き直り、学校便
り「南一の風」令和 2 年度第 1 号（通算 35 号）の作成を終了します。そうだ。この課題を子供たちに投げかけてみよう。 

３月２日からの新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休校、引き続き春休みとなり、３８日ぶりに学校を再
開することができました。「子どもあっての学校」ということを実感したところです。９日には 1 年生が入学し、１０日
（金）には１４４名の子供たちと１９名の職員で学校がスタートしました。朝、各教室を見て回ると、「先生と子供たち
の関係がうまくいっている。いいスタートができた。」という印象を受けました。こんな印象を持ったのは、校長になっ
て初めてのことです。今のまま、「子どもが学校にいるのが、当たり前の状態でありたい」と、誰もが思っています。感
染が拡大し、万一でも休校とならないように、学校でも最善の努力をしていきますので、ご家庭でもどうぞよろしくお
願いいたします。また、４月の授業参観の中止、時間を短縮しての家庭訪問、運動会の延期等々、新型コロナウイルス
感染拡大防止のための対応となりましたこと、さらには、授業時数確保のために今後の行事等を見直すことにつきまし
ても、ご理解のほどよろしくお願いします。 

南一の風育てたい力（資質・能力）:つながる力・考動する力・創り出す力 
第 1 号(35）号 Ｒ2.4.13(月) 
発行責任者 
校長 平山 浩治 

学校教育目標：ふるさとを愛し、夢を持ち、未来を拓く子どもの育成 

感謝！助かります。 

三小校区の東豊永北坂サロ

ン様より、手作りマスクを

いただきました。１年生へ

の入学祝品にさせていただ

きました。 

令和 2 年度学校教育目標と資質・能力 

新学習指導要領が本年度から全面実施となります。各
学校においては、児童や地域の実態や未来社会を見据え
て、子供たちに身に付けさせたい資質・能力を設定し、
その資質・能力を、家庭・地域等と共有することや、学
校と地域が連携協働することを重視する、社会に開かれ
た教育課程を理念としています。 
本校では、昨年度より全職員で、子供たちに身に付け

させたい資質・能力について協議し、「つながる力（協働
性）」「考動する力（主体性）」「創り出す力（創造性）」と
し、さらにその資質・能力の育成に向けて、学校教育目
標を「ふるさとを愛し、夢を持ち、未来を拓く子どもの
育成」としました。３つの資質･能力は以下の通りです。 
「つながる力（協働性）」は 

多様な他者とつながり、協力・協働する(力) 

「考動する力（主体性）」・・・考動（造語）＝考え行動する 

課題に気づき、主体的に考え行動し、最後までやりとげる(力) 

「創り出す力（創造性）」 

課題に気づき、よりよいものを求め、創り出そうとする(力) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
4月 18日に予定されていましたＰＴＡ総会で時間をい

ただき説明をさせていただく予定でしたが、中止となり
ましたので、紙面にて説明をさせていただきました。 
何卒ご了承下さい。本年もどうぞよろしくお願いいたし
ます。 

【学校教育目標に込めた思い】 

南関のよさや人々との出会い等通して、ふるさとである南

関を愛し、誇りに思うような子ども、その子どもたちが将来

への夢（目標）を描き、未来の南関、未来の社会の担い手・

創り手として、未来を切り拓いていく資質・能力をもった子

供たちを育てていきたいという願いを込めました。 

ふるさと・夢・未来・拓くには、小学校段階での教育です

ので、以下のような意味や願いも込めています。 

ふるさとには、自分の学級や学校を含めています。 

夢には、将来の夢だけではなく、「授業や学期ごとのめあて

や目標、自分の学級や学校(児童会活動)の目標」も含みます。 

未来には、「自分の未来、学級や学校の未来」の意味を込め

ています。明日も、一週間先も、一ヶ月先も未来です。 

拓くには、「よりよく生きる、よりよいものを創る、よりよ

い学級・学校を創る」という願いを込めています。 

英語専科：式守智子（二小） 56 年理科専科：近藤祐樹（三小） 

英語専科・理科専科ともに４つの小学校を回ります。 

理科専科は、熊本県で初めて南関町に配置されました。 

南関一小の新しい風 

未来の一小を担う 1 年生と学校を支えていただく保護者の皆様 
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一人一人が持ち味を発揮します。自慢の本校職員 

学校便り第１号は、13 日(月)に発行予定で、12 日(日)に作成しました。ところが、14 日から臨時休校となり、内容的にふさわし

くないものもありましたので、13 日(月)にお届けすることを控えさせていただきました。しかし、学校教育目標や入学式、職員

に関することについては、お知らせしたいと思いましたので、HP にアップさせていただきました。何卒ご了承ください。 


